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編『戦後アジアにおける日本人団体引揚げから企業進出まで』 （ゆまに書房 　二〇〇八年）は、敗戦後の揚げを支援した日本人援護団体 活動から、賠償交渉が決着した後、再建された日本人会、日本人学校、日本人商工会議所等の現在に至るまでの歩みを詳述する。戦後の 団体の事例として、韓国、台湾、香港、フィリピン、 ベトナム（ホーチミン） 、タイ、マレーシア、シンガポールおよびフィリピンをとりあげている。
歴史を解き明かすためには、対象







































日本人商工会議所 マレーシアハンドブック』 （三年に一回発行） 、 フィリピン フィリピン
･
ビジネスハンドブック』 （最
新版は二〇〇六年発行） 、ヤンゴン日本人商工会議所の『ミャンマービジネスガイドブック』 （最新版は二〇〇六
- 〇七年版）等がある。
最近は商工会議所の情報発信も
ウェブサイトが主流になっており、ウェブ上で各種情報が見られるようになった。各会議所のサ トは、最初に挙げた「在外日本人ＣＣＩリスト」に記載されたＵＲＬからリンク可能である。ただし、コンテンツには会員限定のものもある。ウェブ情報は常に更新されていくが 今後、商工会議所の組織や活動の経緯が何らかの形で参照可能な記録資料として保存されていくことが期待される
（いしい 　みちこ／アジア経済研究所図書館）
レファレンスコーナーアジアの日本人経済団体
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